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第３章 基 本 計 画第３章 基 本 計 画

■ 現　　状 

■ 課　　題 

■ 主な取組 

■ 関連計画 

■ 超高齢社会に向けた視点 

【基本計画の施策の見方】

項　　　目 現状（年度） 目標（R5年度） 目標種別

該当する施策により、10年後に松阪市がめざすべき理想の姿を示しています。

施策に関する2020（R2）年度当初の社会状況を示しています。

「現状」を踏まえ、施策を進めていくうえでの課題や改善点を示しています。

現状や課題を受けて、松阪市が行う取組を示しています。
なお、    が付記された取組は下記のような取組となっています。
※ ：2020（R2）年度以降の新たな取組
※ ：超高齢社会を見据えた取組
※ ：感染症対策を踏まえた、「新しい生活様式」に対応した取組

施策に関する市の策定した計画を記載しています。

施策の効果をはかるために指標を設定し、基本計画の終了年度である2023（R5）年度にめ
ざすべき数値目標を示しています。
なお、目標種別については

 ：現状とくらべ 4 年後の値を上げる目標　 ：現状とくらべ 4 年後の値を下げる目標
：現状を維持する目標

を表しています。

市のめざす姿を達成するためには、市の取組だけでなく、市民みんなでできることを実行し
ていくことが大切です。
10 年後のめざす姿を実現するためにみんなでチャレンジしていくことを記載しています。

超高齢社会対策検討委員会での議論を踏まえ、各施策の超高齢社会に生じる様々な課題や 10
年、20 年先を見据えた必要な取組などを記載しています。

P28で示した7つの
【政策名】 P28で示した38の【施策名】

第3章    基本計画
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